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芝浦、海岸2・3丁目、港南、台場地区の魅力発信・創造のために

港区ベイエリア・パワーアッププロジェクト

　平成20年度は新規メンバー19名を加え、52名でスタートしました。５月16日には平成
20年度の第１回総会が開催され、30名のメンバーが出席しました。

＜内容＞

　①平成20年度のプロジェクトの構成についての説明
　②平成19年度のリーダーによる各プロジェクトの紹介
　③平成20年度のプロジェクトメンバーの確認

　その後、各プロジェクトごとの打合せなどを行いました。プロジェクトの構成と活動内容は次のとおりです。

運河・水辺に親しむイベントの実施など
　運河の魅力を再発見できるようなイベントを実施していきます。今年度のメンバーは、13名です。

　「港区ベイエリア・パワーアッププロジェクト」とは、芝浦港南地区総合支所管内の区民参画のグループの名称です。
平成18年７月に設立し、本年は３年目を迎え、より一層充実した活動を進めていきます。
　なお、基本計画プロジェクト以外のプロジェクトについては、随時メンバーを募集しております。参加いただける方は、
地区政策課（電話：6400-0013、ＦＡＸ：5445-4590、Ｅメール：sk-kuminnokoe@city.minato.tokyo.jp）
まで、ご連絡ください。

　港区の各総合支所で制作している地域情報誌（紙）が、「平成20年
度全国広報コンクール」の広報企画部門で入選しました。芝浦港南地区
総合支所のべいあっぷ編集部が代表して読売新聞の取材を受け、５月
21日付けの同紙都民版に掲載されました。

　５月17日、お天気にも恵まれ、地域ふれあいチームの主催で、第１回
フォトを楽しむ会を開催しました。プロのカメラマンで、べいあっぷ編集
部メンバーでもある、飯塚正倫さんを講師に迎え、今回はデジタルカメラ
の初心者の方を対象に、７名が参加しました。
　参加者の皆さんは、講師の飯塚さんからデジタルカメラの使い方の説明
を受けた後、約40分間にわたり熱心に田町駅東口周辺や運河沿緑地など
のスナップ撮影をしました。撮影後は各自お気に入りの写真を１枚選び、

その場でＡ４の用紙に印刷し、講評をいた
だきました。参加者の皆さんからは、カメ
ラの機能や画像修正ソフトなどについて、
次々と質問が出るなど、予定した時間をオーバーし、好評のうちに終了となりました。
　地域ふれあいプロジェクトでは、今後も定期的にフォトを楽しむ会を開催し、2009
年版のカレンダー作成に向け、活動していきます。
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カルガモの営巣場所の管理運営の仕組みの検討や水辺の生き物の情報発信など
　平成19年12月に芝浦西運河に設置したカルガモの営巣場所で、平成20年５月、ヒナが生まれました。
今後も運河でカルガモの親子の姿を見ることができるように、今年度は、11名のメンバーで活動してい
きます。

カルガモ
プロジェクト

地区情報誌「べいあっぷ」の編集・発行など
　地域のできごとやお祭り等のイベント紹介、地域で活動する団体や個人の情報など、地区のさまざまな
情報を収集し、地域を知りコミュニケーションを深めるための地区情報誌を10名のメンバーで制作し、
年４回発行します。

べいあっぷ
編集部

地域ふれあい交流事業の実施など
　地域の人材を活用した事業を行っていきます。今年度は「フォトを楽しむ会」を実施し、2009年版カ
レンダーを作成します。今年度のメンバーは、８名です。

地域ふれあい
チーム

地域の困りごと解決に向けた活動など
　昨年度に引き続き、まちの環境美化や、新規テーマを設定して活動していきます。今年度のメンバー
は、10名です。

地域の困りごと解決
チーム

平成21年度からの新たな港区基本計画の策定に向けた、地域の課題の検討
　昨年度の22名のメンバーが引き続き、地区版基本計画書の策定に向けた事業検討を行っていきます。

基本計画
チーム

　５月中旬、カルガモの赤ちゃんが元気に芝浦西運河を泳いでいました。この赤
ちゃんは、カルガモプロジェクトの取り組みとして、昨年12月に試行設置した
「カルガモの営巣場所」で誕生しました。「カルガモの営巣場所」については、
べいあっぷ第７号表紙で紹介しましたので、ご記憶の方も多いのではないでしょ

うか。営巣場所を設置してみたものの「カルガモに気に入ってもらえ
るのか？」と、期待と不安な思いを抱えて春を迎えました。そして５
月に入り、とうとう念願のカルガモ親子の姿を見ることができたのです。
皆さんも、可愛くて親子愛に溢れているカルガモを、暖かく見守ってあげてくださいね。カルガモ
プロジェクト（通称：カモプロ）メンバーによるカモプロ情報はこちらでご覧ください。
http://minatoku.naturum.ne.jp/

カルガモの赤ちゃんが生まれました！！ ～カルガモプロジェクト

　区立東八ツ山公園（港南２丁目８番８号）では、カラ
スなどにごみ箱のごみを荒らされて困っていました。平
成19年12月３日に、『困りごと解決』のメンバーの発案
をもとに、ごみ箱のふたを「振り子式」から「取っ手式」
に変更しました。その後、ごみの散乱状況を観察（６か
月間）した結果、見事、ごみ箱周辺はきれいになりまし
た。実験成功！ただし、これから人出が多くなる時期を
迎えます。引き続き、ごみ箱周辺の観察を続けます。

　まちの美化に向けた行動として、管内の企業やマンションなどを訪問し、美化に関する取り組みのPRと協力を依頼し
ていく予定です。まちの美化に積極的に取り組んでいただける企業やマンションの方々を募集しています。下記担当へ
ご一報ください！
　地区政策課「困りごと解決チーム」担当　　電話：6400-0013　　FAX：5445-4590
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅメール：sk-kuminnokoe@city.minato. tokyo.jp

まちの環境美化に向けた実験結果　発表！ ～地域の困りごと解決チーム

全国広報コンクールで港区の地域情報誌が入選

「第１回フォトを楽しむ会」を開催しました ～地域ふれあいチーム

「港区ベイエリア・パワーアッププロジェクト」平成２０年度第１回総会

記者の取材を受けるべいあっぷ編集部記者の取材を受けるべいあっぷ編集部
他４地区の総合支所で発行している
地域情報誌（紙）
他４地区の総合支所で発行している
地域情報誌（紙）

実験　ごみ箱のふたの形を変えたらごみの散乱は減るのか？

まちをきれいにする運動を開始します！

実験前実験前 実験後実験後


